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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　方法であって、
　受信機を備えるデバイスにおいて、
　　所望される信号寄与を備える受信信号のスペクトル帯域内の複数のサブ帯域のうちの
少なくとも１つのサブ帯域から取得された信号データがさらに、少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えているか否かを判定するために、前記複数のサブ帯域のうちの少な
くとも１つのサブ帯域をスキャンすることと、ここで、前記少なくとも１つのサブ帯域は
、前記スペクトル帯域の中心周波数と前記複数のおのおののサブ帯域のそれぞれの中心周
波数との間の差分の昇順での順位付けに少なくとも部分的に基づいた前記複数のサブ帯域
のスキャンに優先順位を付けるスキャン順序に少なくとも部分的に基づいて、スキャンす
るために選択され、ここで、前記複数のサブ帯域の第１の部分の前記それぞれの中心周波
数は、前記スペクトル帯域の前記中心周波数よりも高く、前記複数のサブ帯域の第２の部
分の前記それぞれの中心周波数は、前記スペクトル帯域の前記中心周波数よりも低く、こ
こで、前記昇順での順位付けの少なくとも一部は、前記第１の部分のサブ帯域と前記第２
の部分のサブ帯域との間で交互する、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域における信号データが、前記少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えていると判定されることに応じて、前記少なくとも１つの所望され
ない信号寄与に影響を与えるために、前記受信機内の少なくとも１つのノッチ・フィルタ
を起動させることと、
を備える方法。
【請求項２】
　前記スキャンすることはさらに、前記複数のサブ帯域のうちの１または複数の帯域幅、
前記複数のサブ帯域のうちの１または複数の中心周波数、前記複数のサブ帯域のうちの１
または複数の統合時間、またはそれらの組み合わせを設定することを備える、請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　前記スキャンすることはさらに、
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　　前記少なくとも１つのサブ帯域を選択することと、
　　前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に対して中心周波数を推定することとを
備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記スキャンすることはさらに、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域を選択することと、
　　前記選択されたサブ帯域において信号サンプルを収集することと、
　　前記選択されたサブ帯域の電力スペクトルを生成するために、前記信号サンプルにフ
ーリエ解析を適用することと、
　　前記選択されたサブ帯域において、前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に対
して１または複数のパラメータを推定するために、前記電力スペクトルにピーク処理を適
用することとを備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記中心周波数を推定することはさらに、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域のための１または複数の電力スペクトルを、非コヒー
レントに結合することと、
　　　前記結合された電力スペクトルにしきい値を適用することとを備える、請求項３に
記載の方法。
【請求項６】
　前記複数のサブ帯域のうちの２つが、少なくとも部分的にオーバラップする、請求項１
に記載の方法。
【請求項７】
　前記複数のサブ帯域のうちの少なくとも２つが、異なる中心周波数および等しい帯域幅
サイズを有する、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記スペクトル帯域は、前記複数のサブ帯域によって使い果たされる、請求項１に記載
の方法。
【請求項９】
　前記デバイスにおいて、前記受信機における複数の異なる処理ステージのうちの少なく
とも１つから、前記信号データを取得すること、をさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記信号データは、前記少なくとも１つのノッチ・フィルタを備えるフィルタリング・
ステージの前または後の何れかにおいて取得される、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記所望される信号寄与は、衛星位置決めシステム（ＳＰＳ）信号を備える、請求項１
に記載の方法。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの所望されない信号寄与は、前記所望される信号と干渉する連続波
信号を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記スキャンすることは、１または複数のトリガ・イベントに応じて開始される、請求
項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記１または複数のトリガ・イベントは、デバイスまたはセッション開始イベント、新
たなチャネル開始イベント、時間ベースのイベント、周波数ドリフト・イベント、開始さ
れたスキャン・イベント、または信号データしきい値イベント、のうちの少なくとも１つ
を備える、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記デバイスにおいて、前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に対して少なくと
も１つのパラメータを決定すること、をさらに備える請求項１に記載の方法。
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【請求項１６】
　前記少なくとも１つのパラメータは、前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に対
して推定された中心周波数、推定された帯域幅、または推定された電力、のうちの少なく
とも１つを示す、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記デバイスにおいて、
　前記少なくとも１つのパラメータをメモリに格納することと、
　その後、前記格納されたパラメータに少なくとも部分的に基づいて、前記少なくとも１
つのノッチ・フィルタをプログラムすることと、をさらに備える請求項１５に記載の方法
。
【請求項１８】
　前記デバイスにおいて、前記少なくとも１つのパラメータを、少なくとも１つの他のデ
バイスへ送信すること、をさらに備える請求項１５に記載の方法。
【請求項１９】
　前記デバイスにおいて、前記デバイスの現在推定されている位置を、前記少なくとも１
つの他のデバイスへ送信すること、をさらに備える請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　装置であって、
　　所望される信号寄与を備える受信信号のスペクトル帯域内の複数のサブ帯域のうちの
少なくとも１つのサブ帯域から取得された信号データがさらに、少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えているか否かを判定するために、前記複数のサブ帯域のうちの少な
くとも１つのサブ帯域をスキャンする手段と、ここで、前記少なくとも１つのサブ帯域は
、前記スペクトル帯域の中心周波数と前記複数のおのおののサブ帯域のそれぞれの中心周
波数との間の差分の昇順での順位付けに少なくとも部分的に基づいた前記複数のサブ帯域
のスキャンに優先順位を付けるスキャン順序に少なくとも部分的に基づいて、スキャンす
るために選択され、ここで、前記複数のサブ帯域の第１の部分の前記それぞれの中心周波
数は、前記スペクトル帯域の前記中心周波数よりも高く、前記複数のサブ帯域の第２の部
分の前記それぞれの中心周波数は、前記スペクトル帯域の前記中心周波数よりも低く、こ
こで、前記昇順での順位付けの少なくとも一部は、前記第１の部分のサブ帯域と前記第２
の部分のサブ帯域との間で交互する、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域における信号データが、前記少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えていると判定されることに応じて、前記少なくとも１つの所望され
ない信号寄与に影響を与えるために、受信機内の少なくとも１つのノッチ・フィルタを起
動させる手段と、
を備える装置。
【請求項２１】
　前記複数のサブ帯域のうちの１または複数の帯域幅を設定する手段と、
　前記複数のサブ帯域のうちの１または複数の中心周波数を設定する手段と、
　前記複数のサブ帯域のうちの１または複数の統合時間を設定する手段とのうちの少なく
とも１つをさらに備える、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記スキャンする手段はさらに、
　前記少なくとも１つのサブ帯域を選択する手段と、
　前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に対して中心周波数を推定する手段とを備
える、請求項２０に記載の装置。
【請求項２３】
　前記スキャンすることはさらに、
　前記少なくとも１つのサブ帯域を選択する手段と、
　前記選択されたサブ帯域において信号サンプルを収集する手段と、
　前記選択されたサブ帯域の電力スペクトルを生成するために、前記信号サンプルにフー
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リエ解析を適用する手段と、
　前記選択されたサブ帯域において、前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に対し
て１または複数のパラメータを推定するために、前記電力スペクトルにピーク処理を適用
する手段とを備える、請求項２０に記載の装置。
【請求項２４】
　前記中心周波数を推定することはさらに、
　前記少なくとも１つのサブ帯域のための１または複数の電力スペクトルを、非コヒーレ
ントに結合することと、
　前記結合された電力スペクトルにしきい値を適用することとを備える、請求項２２に記
載の装置。
【請求項２５】
　前記複数のサブ帯域のうちの２つが、少なくとも部分的にオーバラップする、請求項２
０に記載の装置。
【請求項２６】
　前記複数のサブ帯域のうちの少なくとも２つが、異なる中心周波数および等しい帯域幅
サイズを有する、請求項２０に記載の装置。
【請求項２７】
　前記スペクトル帯域は、前記複数のサブ帯域によって使い果たされる、請求項２０に記
載の装置。
【請求項２８】
　前記受信機における複数の異なる処理ステージのうちの少なくとも１つから、前記信号
データを取得する手段、をさらに備える請求項２０に記載の装置。
【請求項２９】
　前記所望される信号寄与は、ＳＰＳ信号を備える、請求項２０に記載の装置。
【請求項３０】
　前記少なくとも１つの所望されない信号寄与は、前記所望される信号と干渉する連続波
信号を備える、請求項２０に記載の装置。
【請求項３１】
　前記スキャンすることは、１または複数のトリガ・イベントに応じて開始される、請求
項２０に記載の装置。
【請求項３２】
　前記１または複数のトリガ・イベントは、デバイスまたはセッション開始イベント、新
たなチャネル開始イベント、時間ベースのイベント、周波数ドリフト・イベント、開始さ
れたスキャン・イベント、または信号データしきい値イベント、のうちの少なくとも１つ
を備える、請求項３１に記載の装置。
【請求項３３】
　前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に対して少なくとも１つのパラメータを決
定する手段、をさらに備える請求項２０に記載の装置。
【請求項３４】
　前記少なくとも１つのパラメータは、前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に対
して推定された中心周波数、推定された帯域幅、または推定された電力、のうちの少なく
とも１つを示す、請求項３３に記載の装置。
【請求項３５】
　前記少なくとも１つのパラメータをメモリに格納する手段と、
　その後、前記格納されたパラメータに少なくとも部分的に基づいて、前記少なくとも１
つのノッチ・フィルタをプログラムする手段と、をさらに備える請求項３３に記載の装置
。
【請求項３６】
　前記少なくとも１つのパラメータを、少なくとも１つの他のデバイスへ送信する手段、
をさらに備える請求項３３に記載の装置。
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【請求項３７】
　デバイスであって、
　受信機と、
　　前記受信機を介して受信した信号のスペクトル帯域内の複数のサブ帯域のうちの少な
くとも１つのサブ帯域をスキャンし、前記受信信号は、前記少なくとも１つのサブ帯域か
ら取得された信号データがさらに、少なくとも１つの所望されない信号寄与を備えている
か否かを判定するための所望される信号寄与を備え、ここで、前記少なくとも１つのサブ
帯域は、前記スペクトル帯域の中心周波数と前記複数のおのおののサブ帯域のそれぞれの
中心周波数との間の差分の昇順での順位付けに少なくとも部分的に基づいた前記複数のサ
ブ帯域のスキャンに優先順位を付けるスキャン順序に少なくとも部分的に基づいて、スキ
ャンするために選択され、ここで、前記複数のサブ帯域の第１の部分の前記それぞれの中
心周波数は、前記スペクトル帯域の前記中心周波数よりも高く、前記複数のサブ帯域の第
２の部分の前記それぞれの中心周波数は、前記スペクトル帯域の前記中心周波数よりも低
く、ここで、前記昇順での順位付けの少なくとも一部は、前記第１の部分のサブ帯域と前
記第２の部分のサブ帯域との間で交互する、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域における信号データが、前記少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えていると判定されることに応じて、前記少なくとも１つの所望され
ない信号寄与に影響を与えるために、前記受信機内の少なくとも１つのノッチ・フィルタ
を起動させるための少なくとも１つの処理ユニットとを備えるデバイス。
【請求項３８】
　前記少なくとも１つの処理ユニットはさらに、
　前記複数のサブ帯域のうちの１または複数の帯域幅、
　前記複数のサブ帯域のうちの１または複数の中心周波数、
　前記複数のサブ帯域のうちの１または複数の統合時間、
　またはそれらの組み合わせを設定する、請求項３７に記載のデバイス。
【請求項３９】
　前記少なくとも１つの処理ユニットはさらに、
　前記少なくとも１つのサブ帯域を選択し、
　前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に対して中心周波数を推定する、請求項３
７に記載のデバイス。
【請求項４０】
　前記少なくとも１つの処理ユニットはさらに、
　前記少なくとも１つのサブ帯域を選択し、
　前記選択されたサブ帯域において信号サンプルを収集し、
　前記選択されたサブ帯域の電力スペクトルを生成するために、前記信号サンプルにフー
リエ解析を適用し、
　前記選択されたサブ帯域において、前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に対し
て１または複数のパラメータを推定するために、前記電力スペクトルにピーク処理を適用
する、請求項３９に記載のデバイス。
【請求項４１】
　前記少なくとも１つの処理ユニットはさらに、
　前記少なくとも１つのサブ帯域のための１または複数の電力スペクトルを、非コヒーレ
ントに結合し、
　前記結合された電力スペクトルにしきい値を適用する、請求項３９に記載のデバイス。
【請求項４２】
　前記複数のサブ帯域のうちの２つが、少なくとも部分的にオーバラップする、請求項３
７に記載のデバイス。
【請求項４３】
　前記複数のサブ帯域のうちの少なくとも２つが、異なる中心周波数および等しい帯域幅
サイズを有する、請求項３７に記載のデバイス。



(6) JP 2015-513819 A5 2016.5.19

【請求項４４】
　前記スペクトル帯域は、前記複数のサブ帯域によって使い果たされる、請求項３７に記
載のデバイス。
【請求項４５】
　前記少なくとも１つの処理ユニットはさらに、前記受信機における複数の異なる処理ス
テージのうちの少なくとも１つから、前記信号データを取得する、請求項３７に記載のデ
バイス。
【請求項４６】
　前記信号データは、前記少なくとも１つのノッチ・フィルタを備えるフィルタリング・
ステージの前または後の何れかにおいて取得される、請求項３７に記載のデバイス。
【請求項４７】
　前記所望される信号寄与は、ＳＰＳ信号を備える、請求項３７に記載のデバイス。
【請求項４８】
　前記少なくとも１つの所望されない信号寄与は、前記所望される信号と干渉する連続波
信号を備える、請求項３７に記載のデバイス。
【請求項４９】
　前記少なくとも１つの処理ユニットはさらに、１または複数のトリガ・イベントに応じ
て前記スキャンを開始する、請求項３７に記載のデバイス。
【請求項５０】
　前記１または複数のトリガ・イベントは、デバイスまたはセッション開始イベント、新
たなチャネル開始イベント、時間ベースのイベント、周波数ドリフト・イベント、開始さ
れたスキャン・イベント、または信号データしきい値イベント、のうちの少なくとも１つ
を備える、請求項３７に記載のデバイス。
【請求項５１】
　前記少なくとも１つの処理ユニットはさらに、前記少なくとも１つの所望されない信号
寄与に対して少なくとも１つのパラメータを決定する、請求項３７に記載のデバイス。
【請求項５２】
　前記少なくとも１つのパラメータは、前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に対
して推定された中心周波数、推定された帯域幅、または推定された電力、のうちの少なく
とも１つを示す、請求項５１に記載のデバイス。
【請求項５３】
　メモリをさらに備え、
　前記少なくとも１つの処理ユニットはさらに、
　前記少なくとも１つのパラメータの前記メモリへの格納を開始し、
　その後、前記格納されたパラメータに少なくとも部分的に基づいて、前記少なくとも１
つのノッチ・フィルタをプログラムする、請求項５１に記載のデバイス。
【請求項５４】
　通信インターフェースをさらに備え、前記少なくとも１つの処理ユニットはさらに、前
記通信インターフェースを介して、前記少なくとも１つのパラメータの、少なくとも１つ
の他のデバイスへの送信を開始する請求項５１に記載のデバイス。
【請求項５５】
　前記少なくとも１つの処理ユニットはさらに、前記通信インターフェースを介して、前
記デバイスの現在推定されている位置の、前記少なくとも１つの他のデバイスへの送信を
開始する、請求項５４に記載のデバイス。
【請求項５６】
　受信機と処理ユニットを備えるデバイスにおいて使用するための物品であって、
　　所望される信号寄与を備える受信信号のスペクトル帯域内の複数のサブ帯域のうちの
少なくとも１つのサブ帯域から取得された信号データがさらに、少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えているか否かを判定するために、前記複数のサブ帯域のうちの少な
くとも１つのサブ帯域をスキャンし、ここで、前記少なくとも１つのサブ帯域は、前記ス
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ペクトル帯域の中心周波数と前記複数のおのおののサブ帯域のそれぞれの中心周波数との
間の差分の昇順での順位付けに少なくとも部分的に基づいた前記複数のサブ帯域のスキャ
ンに優先順位を付けるスキャン順序に少なくとも部分的に基づいて、スキャンするために
選択され、ここで、前記複数のサブ帯域の第１の部分の前記それぞれの中心周波数は、前
記スペクトル帯域の前記中心周波数よりも高く、前記複数のサブ帯域の第２の部分の前記
それぞれの中心周波数は、前記スペクトル帯域の前記中心周波数よりも低く、ここで、前
記昇順での順位付けの少なくとも一部は、前記第１の部分のサブ帯域と前記第２の部分の
サブ帯域との間で交互する、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域における信号データが、前記少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えているとの判定に応じて、前記少なくとも１つの所望されない信号
寄与に影響を与えるために、前記受信機内の少なくとも１つのノッチ・フィルタを起動さ
せるように、
　前記処理ユニットによって実行可能な、格納されたコンピュータ実行可能な命令群を有
する非一時的なコンピュータ読取可能な媒体、を備える物品。
【請求項５７】
　前記コンピュータ実行可能な命令はさらに、
　前記複数のサブ帯域のうちの１または複数の帯域幅、
　前記複数のサブ帯域のうちの１または複数の中心周波数、
　前記複数のサブ帯域のうちの１または複数の統合時間、
　またはそれらの組み合わせを設定するように、前記処理ユニットによって実行可能であ
る、請求項５６に記載の物品。
【請求項５８】
　前記コンピュータ実行可能な命令はさらに、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域を選択し、
　　前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に対して中心周波数を推定するように、
前記処理ユニットによって実行可能である、請求項５６に記載の物品。
【請求項５９】
　前記コンピュータ実行可能な命令はさらに、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域を選択し、
　　前記選択されたサブ帯域において信号サンプルを収集し、
　　前記選択されたサブ帯域の電力スペクトルを生成するために、前記信号サンプルにフ
ーリエ解析を適用し、
　　前記選択されたサブ帯域において、前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に対
して１または複数のパラメータを推定するために、前記電力スペクトルにピーク処理を適
用するように、前記処理ユニットによって実行可能である、請求項５８に記載の物品。
【請求項６０】
　前記コンピュータ実行可能な命令はさらに、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域のための１または複数の電力スペクトルを、非コヒー
レントに結合し、
　　　前記結合された電力スペクトルにしきい値を適用するように、前記処理ユニットに
よって実行可能である、請求項５８に記載の物品。
【請求項６１】
　前記複数のサブ帯域のうちの２つが、少なくとも部分的にオーバラップする、請求項５
６に記載の物品。
【請求項６２】
　前記複数のサブ帯域のうちの少なくとも２つが、異なる中心周波数および等しい帯域幅
サイズを有する、請求項５６に記載の物品。
【請求項６３】
　前記スペクトル帯域は、前記複数のサブ帯域によって使い果たされる、請求項５６に記
載の物品。



(8) JP 2015-513819 A5 2016.5.19

【請求項６４】
　前記コンピュータ実行可能な命令はさらに、前記受信機における複数の異なる処理ステ
ージのうちの少なくとも１つから、前記信号データを取得するように、前記処理ユニット
によって実行可能である、請求項５６に記載の物品。
【請求項６５】
　前記信号データは、前記少なくとも１つのノッチ・フィルタを備えるフィルタリング・
ステージの前または後の何れかにおいて取得される、請求項５６に記載の物品。
【請求項６６】
　前記所望される信号寄与は、ＳＰＳ信号を備える、請求項５６に記載の物品。
【請求項６７】
　前記少なくとも１つの所望されない信号寄与は、前記所望される信号と干渉する連続波
信号を備える、請求項５６に記載の物品。
【請求項６８】
　前記コンピュータ実行可能な命令はさらに、１または複数のトリガ・イベントに応じて
前記スキャンを開始するように、前記処理ユニットによって実行可能である、請求項５６
に記載の物品。
【請求項６９】
　前記１または複数のトリガ・イベントは、デバイスまたはセッション開始イベント、新
たなチャネル開始イベント、時間ベースのイベント、周波数ドリフト・イベント、開始さ
れたスキャン・イベント、または信号データしきい値イベント、のうちの少なくとも１つ
を備える、請求項６８に記載の物品。
【請求項７０】
　前記コンピュータ実行可能な命令はさらに、前記少なくとも１つの所望されない信号寄
与に対して少なくとも１つのパラメータを決定するように、前記処理ユニットによって実
行可能である、請求項５６に記載の物品。
【請求項７１】
　前記少なくとも１つのパラメータは、前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に対
して推定された中心周波数、推定された帯域幅、または推定された電力、のうちの少なく
とも１つを示す、請求項７０に記載の物品。
【請求項７２】
　前記コンピュータ実行可能な命令はさらに、前記少なくとも１つのパラメータをメモリ
に格納し、
　　その後、前記格納されたパラメータに少なくとも部分的に基づいて、前記少なくとも
１つのノッチ・フィルタをプログラムするように、前記処理ユニットによって実行可能で
ある、請求項７０に記載の物品。
【請求項７３】
　前記コンピュータ実行可能な命令はさらに、前記少なくとも１つのパラメータの、少な
くとも１つの他のデバイスへの送信を開始するように、前記処理ユニットによって実行可
能である、請求項７０に記載の物品。
【請求項７４】
　前記コンピュータ実行可能な命令はさらに、前記デバイスの現在推定されている位置の
、前記少なくとも１つの他のデバイスへの送信を開始するように、前記処理ユニットによ
って実行可能である、請求項７３に記載の物品。
【請求項７５】
　方法であって、
　受信機を備えるデバイスにおいて、
　　所望される信号寄与を備える受信信号のスペクトル帯域内の複数のサブ帯域のうちの
少なくとも１つのサブ帯域から取得された信号データがさらに、少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えているか否かを判定するために、前記複数のサブ帯域のうちの少な
くとも１つのサブ帯域をスキャンすることと、ここで、前記少なくとも１つのサブ帯域は
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、チャネルトラッキングにおける使用に基づく前記複数のサブ帯域の順位付けに少なくと
も部分的に基づいた前記複数のサブ帯域のスキャンに優先順位を付けるスキャン順序に少
なくとも部分的に基づいて、スキャンするために選択され、ここで、前記チャネルトラッ
キングにおいて使用される前記複数のサブ帯域は、前記チャネルトラッキングにおいて使
用されない別のサブ帯域よりも高い順位であり、前記少なくとも１つのサブ帯域はさらに
、前記スペクトル帯域の中心周波数と前記複数のおのおののサブ帯域のそれぞれの中心周
波数との間の差分の昇順での順位付けに少なくとも部分的に基づいて、スキャンするため
に選択され、ここで、前記複数のサブ帯域の第１の部分の前記それぞれの中心周波数は、
前記スペクトル帯域の前記中心周波数よりも高く、前記複数のサブ帯域の第２の部分の前
記それぞれの中心周波数は、前記スペクトル帯域の前記中心周波数よりも低く、ここで、
前記昇順での順位付けの少なくとも一部は、前記第１の部分のサブ帯域と前記第２の部分
のサブ帯域との間で交互する、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域における信号データが、前記少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えていると判定されることに応じて、前記少なくとも１つの所望され
ない信号寄与に影響を与えるために、前記受信機内の少なくとも１つのノッチ・フィルタ
を起動させることと、
を備える方法。
【請求項７６】
　前記デバイスにおいて、前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に少なくとも部分
的に基づいて、少なくとも１つのパラメータを決定することと、前記少なくとも１つのパ
ラメータに少なくとも部分的に基づいて、前記少なくとも１つのノッチ・フィルタをプロ
グラムすることと、をさらに備える請求項７５に記載の方法。
【請求項７７】
　装置であって、
　　所望される信号寄与を備える受信信号のスペクトル帯域内の複数のサブ帯域のうちの
少なくとも１つのサブ帯域から取得された信号データがさらに、少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えているか否かを判定するために、前記複数のサブ帯域のうちの少な
くとも１つのサブ帯域をスキャンする手段と、ここで、前記少なくとも１つのサブ帯域は
、チャネルトラッキングにおける使用に基づく前記複数のサブ帯域の順位付けに少なくと
も部分的に基づいた前記複数のサブ帯域のスキャンに優先順位を付けるスキャン順序に少
なくとも部分的に基づいて、スキャンするために選択され、ここで、前記チャネルトラッ
キングにおいて使用される前記複数のサブ帯域は、前記チャネルトラッキングにおいて使
用されない別のサブ帯域よりも高い順位であり、前記少なくとも１つのサブ帯域はさらに
、前記スペクトル帯域の中心周波数と前記複数のおのおののサブ帯域のそれぞれの中心周
波数との間の差分の昇順での順位付けに少なくとも部分的に基づいて、スキャンするため
に選択され、ここで、前記複数のサブ帯域の第１の部分の前記それぞれの中心周波数は、
前記スペクトル帯域の前記中心周波数よりも高く、前記複数のサブ帯域の第２の部分の前
記それぞれの中心周波数は、前記スペクトル帯域の前記中心周波数よりも低く、ここで、
前記昇順での順位付けの少なくとも一部は、前記第１の部分のサブ帯域と前記第２の部分
のサブ帯域との間で交互する、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域における信号データが、前記少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えているとの判定に応じて、前記少なくとも１つの所望されない信号
寄与に影響を与えるために、受信機内の少なくとも１つのノッチ・フィルタを起動させる
手段と、
を備える装置。
【請求項７８】
　前記少なくとも１つの所望されない信号寄与に少なくとも部分的に基づいて、少なくと
も１つのパラメータを決定する手段と、前記少なくとも１つのパラメータに少なくとも部
分的に基づいて、前記少なくとも１つのノッチ・フィルタをプログラムする手段と、をさ
らに備える請求項７７に記載の装置。
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【請求項７９】
　デバイスであって、
　受信機と、
　　所望される信号寄与を備える受信信号のスペクトル帯域内の複数のサブ帯域のうちの
少なくとも１つのサブ帯域から取得された信号データがさらに、少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えているか否かを判定するために、前記複数のサブ帯域のうちの少な
くとも１つのサブ帯域をスキャンし、ここで、前記少なくとも１つのサブ帯域は、チャネ
ルトラッキングにおける使用に基づく前記複数のサブ帯域の順位付けに少なくとも部分的
に基づいた前記複数のサブ帯域のスキャンに優先順位を付けるスキャン順序に少なくとも
部分的に基づいて、スキャンするために選択され、ここで、前記チャネルトラッキングに
おいて使用される前記複数のサブ帯域は、前記チャネルトラッキングにおいて使用されな
い別のサブ帯域よりも高い順位であり、前記少なくとも１つのサブ帯域はさらに、前記ス
ペクトル帯域の中心周波数と前記複数のおのおののサブ帯域のそれぞれの中心周波数との
間の差分の昇順での順位付けに少なくとも部分的に基づいて、スキャンするために選択さ
れ、ここで、前記複数のサブ帯域の第１の部分の前記それぞれの中心周波数は、前記スペ
クトル帯域の前記中心周波数よりも高く、前記複数のサブ帯域の第２の部分の前記それぞ
れの中心周波数は、前記スペクトル帯域の前記中心周波数よりも低く、ここで、前記昇順
での順位付けの少なくとも一部は、前記第１の部分のサブ帯域と前記第２の部分のサブ帯
域との間で交互する、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域における信号データが、前記少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えているとの判定に応じて、前記少なくとも１つの所望されない信号
寄与に影響を与えるために、前記受信機内の少なくとも１つのノッチ・フィルタを起動さ
せるための少なくとも１つの処理ユニットと、を備えるデバイス。
【請求項８０】
　前記少なくとも１つの処理ユニットはさらに、前記少なくとも１つの所望されない信号
寄与に少なくとも部分的に基づいて、少なくとも１つのパラメータを決定し、前記少なく
とも１つのパラメータに少なくとも部分的に基づいて、前記少なくとも１つのノッチ・フ
ィルタをプログラムする、請求項７９に記載のデバイス。
【請求項８１】
　受信機と処理ユニットを備えるデバイスにおいて使用するための物品であって、
　　所望される信号寄与を備える受信信号のスペクトル帯域内の複数のサブ帯域のうちの
少なくとも１つのサブ帯域から取得された信号データがさらに、少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えているか否かを判定するために、前記複数のサブ帯域のうちの少な
くとも１つのサブ帯域をスキャンし、ここで、前記少なくとも１つのサブ帯域は、チャネ
ルトラッキングにおける使用に基づく前記複数のサブ帯域の順位付けに少なくとも部分的
に基づいた前記複数のサブ帯域のスキャンに優先順位を付けるスキャン順序に少なくとも
部分的に基づいて、スキャンするために選択され、ここで、前記チャネルトラッキングに
おいて使用される前記複数のサブ帯域は、前記チャネルトラッキングにおいて使用されな
い別のサブ帯域よりも高い順位であり、前記少なくとも１つのサブ帯域はさらに、前記ス
ペクトル帯域の中心周波数と前記複数のおのおののサブ帯域のそれぞれの中心周波数との
間の差分の昇順での順位付けに少なくとも部分的に基づいて、スキャンするために選択さ
れ、ここで、前記複数のサブ帯域の第１の部分の前記それぞれの中心周波数は、前記スペ
クトル帯域の前記中心周波数よりも高く、前記複数のサブ帯域の第２の部分の前記それぞ
れの中心周波数は、前記スペクトル帯域の前記中心周波数よりも低く、ここで、前記昇順
での順位付けの少なくとも一部は、前記第１の部分のサブ帯域と前記第２の部分のサブ帯
域との間で交互する、
　　前記少なくとも１つのサブ帯域における信号データが、前記少なくとも１つの所望さ
れない信号寄与を備えているとの判定に応じて、前記少なくとも１つの所望されない信号
寄与に影響を与えるために、前記受信機内の少なくとも１つのノッチ・フィルタを起動さ
せるように、
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　前記処理ユニットによって実行可能な、格納されたコンピュータ実行可能な命令群を有
する非一時的なコンピュータ読取可能な媒体、を備える物品。
【請求項８２】
　前記コンピュータ実行可能な命令はさらに、前記少なくとも１つの所望されない信号寄
与に少なくとも部分的に基づいて、少なくとも１つのパラメータを決定し、前記少なくと
も１つのパラメータに少なくとも部分的に基づいて、前記少なくとも１つのノッチ・フィ
ルタをプログラムするように、前記処理ユニットにより実行可能である、請求項８１に記
載の物品。
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